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今年の電子出版トレンド
～技術動向から振り返る 2024 

JEPA電子出版アワード2024 パネル討論
2024年12月18日＠Zoom

株式会社技術評論社 馮富久
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まずは1年前のまとめを
振り返ってみます。
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2023年まとめと次の展望（技術的側面）

・EPUB 3.3のリリース。それに対して周囲がどう対応していくか。
合わせて、アップデートおよび旧バージョンのメンテナンスの必要性。

・アクセシビリティに関しては、話題には上がるが、ビジネス判断で遅々としている（印象）。
作り手だけではなく、流通サイドも変わっていかない限り、対応がどんどん難しくなる。

・生成AIとの向き合い方・付き合い方は、出版関係者全体が意識して取り組むべき課題。

・（おまけ）
2023年のX（旧Twitter）騒動を見るに、特定のマーケティングツールへの依存について
改めて考えておく必要がある→技術進化に対するアップデートおよびメンテナンス

ただし、技術がまた状況を変える（解決する）可能性はあります。
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そして。

2023年は生成AIの年。
「現代用語の基礎知識」選 ユーキャン 新語・流行語大賞2023特設サイトより）
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そして。
2024年も
2023年は生成AIの年。
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ということで、2024年も2023年同様に、

①EPUB 3.3（EPUBとEPUB周辺の話題）
②EPUBリーダーや制作ツールのアップデート
③生成AIを取り巻く状況（出版の観点で）

の構成でお話します。
（なお、専門書出版社としての見解と添えておきます。

電子コミックの話題はほとんどありません）



Copyright © Gijyutsu Hyoron Co, Ltd. All Rights Reserved.

①EPUB 3.3
（EPUBとEPUB周辺の話題）

EPUB
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・EPUB 3.3
W3C標準としては初となるEPUBの仕様が2023年5月に勧告。

https://www.w3.org/ja/press-releases/2023/epub33-rec/

この1年は大きな改変はなし。

・EPUBCheck v5.1.0
https://github.com/w3c/epubcheck/releases

こちらも昨年リリースのv5.1.0が最新版。

JEPAセミナーでは、 
2024年4月24日 各社のEPUBリーダーは、現行CSS仕様やアクセシビリティをどれだけサポートしているのか？
を実施。
https://www.jepa.or.jp/sem/20240424/ 

2024年は
EPUB 3.3の普及期。

EPUB

https://www.w3.org/ja/press-releases/2023/epub33-rec/
https://github.com/w3c/epubcheck/releases
https://www.jepa.or.jp/sem/20230712/
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新バージョンリリースに伴っていつも思うこと。

電子出版関係各所の
対応状況は？

電子コンテンツは作って終わりではないですよ。
（昨年も書きましたが、今年も）

EPUB
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②EPUBリーダーや制作ツール
のアップデート

・毎年恒例Thorium Readerアップデートほか

・制作ツール関連

・Amazon Kindle、楽天Kobo関連

EPUBリーダー／
制作ツールほか
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EPUBリーダー

Thorium Reader 3.0（EDR Lab）
https://www.edrlab.org/software/thorium-reader

・Windows 10/11、Linux、macOS対応のEPUBリーダー
・リフロー型/固定型EPUB、オーディオブック、PDFなどに対応。
・v2.2以降、出版情報ダイアログでのアクセシビリティメタデータの表示
・ Readium LCP（保護機能）への対応推進
・ DAISY2.02/3対応、などアクセシビリティの観点で最適なEPUBリーダーの1つ

3.0（2024年6月リリース）：
・UIの刷新（書棚表示など） 、ダークモード追加、読書画面のテーマ増
・コンテンツステータス付与機能（既読表示）の追加
・設定、ナビゲーションの標準ダイアログ画面化
・EPUBへの注釈機能の実装
・ローカルデバイスの本文フォント指定が可能に

詳しくはこちらも→ https://gihyo.jp/article/2024/07/thorium-reader-3

EPUBリーダー／
制作ツールほか

https://www.edrlab.org/software/thorium-reader
https://gihyo.jp/article/2024/07/thorium-reader-3
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祝！エキサイティング・ツール賞

EPUBリーダー／
制作ツールほか
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Adobe InDesign
アップデート

・MathML サポートを使用して
ドキュメントに数式を追加。

・HTML5 パッケージへの書き出し。

・アクセシビリティの最新情報。

EPUB制作ツール

EPUBリーダー／
制作ツールほか
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Kindle、Kobo関連（新デバイス続々）

Amazon Kindle4機種発売（2024年10月）
• Kindle Scribe
• Kindle Paperwhite
• Kindle Paperwhite

シグニチャーエディション
• 新Kindle

楽天Kobo、楽天初となるカラー端末
3機種4モデル発売（2024年4月）
• Kobo Libra Colour（白・黒）
• Kobo Clara Colour
• Kobo Clara BW

Kindle関連

EPUBリーダー／
制作ツールほか
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③生成AIを取り巻く状況
（出版の観点で）
・AIと著作権
・情報へのアクセス体験の変化

生成AI
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AIと著作権について（文化庁）
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html

よくまとまっているので、一度目を通しておくことを
おすすめします。

生成AI

https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
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情報へのアクセス体験の変化

生成AI
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生成AI



Copyright © Gijyutsu Hyoron Co, Ltd. All Rights Reserved.

EPUBだとAIのサジェストは
（まだ）ない。（2024年12月17日）

生成AI
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生成AI



Copyright © Gijyutsu Hyoron Co, Ltd. All Rights Reserved.

検索による情報へのアクセスが、AIを介してより必要なものに
近づきやすくなっている。

ただし、まだ過渡期（ハルシネーションや情報の鮮度）。

とは言え、大きな括りとしての電子出版（Web）、
情報の意味・意義が変わりつつある。

いわゆる電子書籍と生成AIの組み合わせはどうなる？

生成AI
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2024年まとめと次の展望（技術的側面）

・EPUB 3.3は普及期。一方で、制作仕様およびリーダー側の対応が遅れている（と感じる）。
来年は出版社や制作者以外の部分、書店（リーダー）や流通でのアップデートに期待。

・Thorium Reader 3.0が出たことでPCでのEPUBリーディング体験は大きく向上した。
日本国内でのモバイル（スマホ）端末以外のEPUBリーダーの決定版になりそう。

・一方で、2025年以降、生成AIの進化により、制作の仕方が大きく変わるかもしれない。
※マルチモーダルの進化による固定型の文字認識の向上など。

・生成AIの進化・浸透でデジタル情報との接し方が大きく変わり始めた1年。
それは電子書籍・電子雑誌・オーディオブックにも影響があると考えられる。
とくに、AIスマホがさらに一般化する来年以降で、影響が大きくなる（はず）。
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X ：@tomihisa
mixi2 ：@tomihisa
メール ：tomihisa@gihyo.co.jp
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